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巻  頭  言

「山場」を迎えるジェネリック医薬品使用促進

今年 6月，日本ジェネリック医薬品学会 第 5回学術大会は，東日本大震災の直後にも
かかわらず，皆様のご理解やご協力により無事に終了することができました．
「～ジェネリック医薬品，次のステージに向けて～」のテーマに合わせ，学会本来の品
質などの学術的分野から，ジェネリック医薬品の使用促進の鍵となる，流通や薬価制度，
診療報酬，医薬分業に関する議論や，さらに，東日本大震災での体験を踏まえての災害対
策時の医薬品供給などについても，提案や議論をすることができました．
改めて，各位のご協力に感謝申し上げます．
さて，ご承知の通り，明年 2012年は，我が国がジェネリック医薬品使用促進の使用目
標として掲げてきた，数量ベース 30％の達成を実現する重要な年であります．
厚生労働省や私たち日本ジェネリック医薬品学会などの関係者が，今日まで進めてきた

方策や努力が，首尾よく成果をもたらすことができるのか楽しみでもあります．
日本ジェネリック医薬品学会の歴史は，まさしく我が国のジェネリック医薬品使用促進

の歴史でもあります．
そのことから言えば，明年 30％目標値を達成することができれば，日本ジェネリック
医薬品学会もまた所期の目的（の一部）を達成することになると思われ，さらに，その存
在意義を社会から改めて認められることにもなると考えます．
私たちは，そもそも学会として，ジェネリック医薬品が我が国の医療の中に普及・定着

するために，さまざまな視点から科学的に調査したり研究したりするものであって，数量
的な達成を目標に掲げているわけではありませんが，普及という視点からは，目標が達成
できれば素直に嬉しいと思います．

10月には，日本ジェネリック医薬品学会の活動の一環として，今年も「政策提言」を
取り纏め，関係者に提言など説明をさせていただきました．
私たちの「政策提言」の内容が関係者により生かされ，実施されることにより，ジェネ

リック医薬品の当面の使用目標である 30％達成に，少しでも役立つならば，日本ジェネ
リック医薬品学会としては，望外の喜びと思われますが，大切なことは，私たち自身が「政
策提言」の内容を実行する当事者であることと考えます．
平成 24年度を，実りのある年にするために，日本ジェネリック医薬品学会は，関係者
とともに，さらに大きなパワーを発揮しようではありませんか．

2011年 12月

日本ジェネリック医薬品学会理事

漆　畑　　稔

無断転載禁止
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日本ジェネリック医薬品学会　役員一覧
（2011年 12月現在）

代 表 理 事 武藤　正樹 国際医療福祉大学大学院教授，国際医療福祉総合研究所所長

副代表理事 佐藤　　博 新潟大学教授，新潟大学医歯学総合病院薬剤部長

理 　 事 有山　良一 財団法人横浜市総合保健医療センター診療部課長

岩月　　進 ヨシケン岩月薬局，めいぷる薬局

漆畑　　稔 社団法人日本薬剤師会相談役

緒方　宏泰 明治薬科大学名誉教授，国立医薬品食品衛生研究所客員研究員，薬学博士

折井　孝男 NTT東日本関東病院薬剤部長

小山　信彌 東邦大学医学部教授

佐々木忠徳 医療法人鉄蕉会・医療本部薬剤管理部長

西山　正徳 一般社団法人メディカル・プラットフォーム・エイシア理事長

増原　慶壮 聖マリアンナ医科大学病院薬剤部部長

村田　正弘 明治薬科大学アドバイザー，薬学博士

四方田千佳子 国立医薬品食品衛生研究所薬品部第一室室長

（以上，五十音順）

監 　 事 蓮岡　英明 特定医療法人鴻仁会岡山中央奉還町病院院長

山本　成男 税理士法人 AKJパートナーズ　公認会計士・税理士

事 務 局 長 細川　修平

機 関 誌　ジェネリック研究　編集委員

委 員 長 緒方　宏泰

委　　 員 上野　和行 臨床薬学，品質評価，TDM

楠本　正明 薬剤師，適正使用

佐々木忠徳 病院薬剤師，適正使用

漆畑　　稔 保険薬局，適正使用

村田　正弘 保険薬局，適正使用

陳　　惠一 薬剤師，米国医療，医療経済

池田　俊也 医師，研究者，薬剤経済

津谷喜一郎 医薬政策，臨床薬理，EBM

角田　博道 医療経済，医療流通，保健医療政策


